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学校長 山 内 有 明

評 価 日 平成２４年 ２月２３日（木）

評 価 ・ 提 言 学校の所見・改善策等

１．今年度の自己評価について

(1)重点目標の達成状況

○授業改善の取り組みは授業公開を実施し、他教科の教 ○公開授業後のアンケート実

員も交えての意見交換が役立つと思う。鳥工では授業 施、管理職との反省会等に

改善がどうであったか聞かせて欲しい。特に、言語活 取り組んできた。キーワー

動の解釈や対話のある授業の工夫とかを聞かせて欲し ドは「対話のある授業」で

い。 ある。先進校視察、校外研

修、校内の公開授業を通じ

○確かな学力に関して、保護者アンケートにある「教員 教員が主体的に改善に向け

は分かりやすい授業に努めていると思いますか」に対 て取り組むこと、地道に授

してパーセンテージが低くなっている 「わかる授業」 業を改善することが大切だ。

の探求や創造は教師の最大の責務である。しっかりと と再確認している。あらた

「わかる授業」をしてほしい。 めて公開授業後のアンケー

ト、事後反省会の実施と充

○教員のアンケートの 授業改善している との割合と 実に努め、授業改善を推進「 」 、

生徒との間の意識が乖離しており、自己満足になって していきたい。

いるのではないか。授業アンケートの改善策でも科に

よって温度差がある。この点を各教科で議論してほし

い。

○ 図書館の利用冊数が増加しているとのことは大事なこ ○朝読書が２年目に入り、定

とであり、良いことだ。次の課題は中身の問題と感じ 着してきている。図書館だ

る。 より等を通じ、推薦図書を

案内し読書内容の充実をめ

ざしていきたい。

○人権教育の校外研修の参加状況がやや低いということ ○研修会の案内の充実、工夫

だが、一人ひとりが意識してこの研修だけは参加する とともに、参加しやすい環

といった意識を持って欲しい。 境整備に努めたい。

○基礎になるのは評価項目２番の 豊かな人間性の育成 ○「あいさつ、作法、人の話「 」

だと思う。毎朝、交通指導しているが鳥工の生徒に声 を聞く」は相手があって自

をかけると返事が返ってくる。準備をしていればでき 分がどう接し、周りとの人

るが、何気ない機会でも返事が返ってき 「おせ」にな 間関係をどう築くかであ、

っていると感じる。 る。自立するときに必要な

ことだと思う。そういう態



○「５Ｓ 「あさひ」の取り組みは深く捉えると本当に 度であれば授業もきちんと」、

意義深い学校目標でもある 「豊かな人間性の育成」の 受けるであろうし、何のた。

①で「Ｃ」の評価がついているが 「５Ｓ 「あさひ」 めに自分が向上していくの、 」、

の取り組みがなされているということであれば、一人 かも分かると思う。

一研修の目標が達成できていなくても、もう少し評価 継続して取り組み、広く浸

を高くしてもよいのではと思う。 透させていきたい。

○教育相談のことで、保護者アンケートの「学校は、生 ○学年、科、関係分掌との連

徒の心身の悩みに関わる相談について、適切に対処し 携を密にし相談体制を充実

ていると思いますか」の項目がすごく気になる。学校 させるとともに、教育相談

組織としていろいろな相談方法や相談機会など選択肢 活動について生徒、保護者

を増やすなど、パイプを太くする方策を取らないと評 への周知、徹底を図ってい

価が上がらないのではないか。 きたい。

(2)説明・公表について

○他校の例であるが、上手に学校を宣伝している。テレ ○鳥工はそういう面は控えめ

ビや新聞を利用して学校を宣伝してはどうかと思う。 であった。テクノボランテ

宣伝も非常に大切だと思う。メディアには雪かきなど ィア、部活動等での頑張り

でも取りあげられる。メディアに取りあげられると励 を廊下へ掲示し、校内では

みになったり繋がりになる。 紹介している。今後は様々

な機会を通じ中学校、地域

、 、○もっと鳥工の良さや活動を知らしめて欲しい。そうす への情報提供 発信に努め

ることで中学生の見方も変わる。現状では大学への進 本校の取り組み、生徒の活

学意識が高く、高校から大学・専門学校へ行くという 躍を紹介していきたい。

イメージしかない。理数工学科ではこういう形で進学

できるという話をすると生徒が違う視点を持つ。その

辺りをどのように伝えるか、伝えきれていない現状が

ある。例えば鳥工の学校新聞が中学校に張ってあって

も良いのではないか。

○自由記述で学校評価アンケートへの意見があるが、こ ○引き続き頂いた意見をしっ

のように回答を返すのはすごいことで、他校ではやっ かりと受け止め、説明責任

ていないのではないか。学校運営の透明性と説明責任 を果たし、改善に努めてい

を果たす、あるいは保護者の意見に対して真摯に耳を きたい。

傾けてている姿勢がよく表されていて良い。

○ファクシミリ文書に 「鳥工では「５Ｓ 「あさひ」、 」、

を実践しています」との旨が記載されており、メッセ

ージ発信や課題解決に取り組む姿勢が表れており大事

なことである。

２．学校運営への提言

○企業経営者としてどういう生徒を受け取りたいか、素 ○インターンシップ、デュア

直な生徒、大きな器で人の話を聞ける生徒が欲しい。 ルシステム、産業教育懇話



そいういう生徒は技術力を高めることができる。社会 会等の取り組みを通じ教育

や企業には様々な山がある これをどう乗り越えるか 内容の改善に努めていきた。 、

考え、行動できる生徒を育ててほしい。 い。また 「５Ｓ 「あさ、 」、

ひ」の取り組みの意義を理

○自治会、地域という視点では 「思いやり、活気、にぎ 解させ、自立に向けた「人、

わいのある健康な津ノ井」を４本の柱として取り組ん 間力」の育成に取り組みた

でいきたいと思っている。その思いに協調できる子供 い。

になってくれればよい。あいさつもしてくれるように

なったという地域の声もある。地域も見守っているの

でがんばっていただきたい。

○保護者として学校の情報が入ってこないとの声を聞く ○ＰＴＡとの連携を密にし、

が、いろいろな取り組みを保護者に伝え切れていない ホームページ、携帯メール

のが残念だと思う。 等も活用し、学校情報の発

信に努めていきたい。

○大企業の生産拠点の海外移転、産業の空洞化はますま ○「確かな学力の育成「豊か

す進む 国内の生産拠点をどう維持するかになると 高 な人間性の育成」を重点目。 、「

度化」ということになるのではないか。企業の求める 標として取り組んでいる。

ハードルも高くなり 人間的な総合力を求められるが 社会情勢が変化しても、こ、 、

技術面が高度化するにしても、基礎教育がしっかりし の重点目標が教育の根幹を

ていないといけない。そこがしっかりしていれば、人 なすものと考え、教育に取

間として花開くこともある。最近はあてがわれること り組んでいきたい。

が多いが、自分の道は自分で切り拓くといった力・覚

。 。悟が大切 悲壮感を植え付けることも必要ではないか

○いろいろな取り組みがなされている。教育の取り組み ○教育目標実現に向けて、共

は、動機付けやきっかけ作りであろうと思う。これら 通理解を図り、教育実践に

の取り組みはあくまで手段であり、目標ではないと思 取り組んでいきたい。

う。取り組みが有効に機能するかどうかは職員がいろ

んな立場で関わることが大事。職員が一つになって目

標に向かっていって欲しい。


